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2015年 2016年 2017年 2018年
出身高校別
商業高校 9 12 13 12
農業高校 0 0 0 3
普通高校（都市部校） 1 2 2 2
普通高校（地域校） 2 3 3 1
デパートサミット
経験の有無
デパートサミット経験者 8 11 12 13
デパートサミット未経験者 4 6 6 5
所属学部別
人間健康・健康栄養 1 1 1 1
総合経営･総合経営 9 10 8 7
総合経営･観光ホスピタリティ 2 4 6 8
短期大･経営情報 0 2 3 2
学年別
1学年 5 5 4 5
2学年 6 5 5 6
3学年 7 3 4
4学年 1 6 3
男女比
男 8 8 9 6
女 4 9 9 12
































































































































県内 県外 県内 県外
４年制大学進学者 74 293 7 7
短期大学進学者 224 69 3 5
専門学校進学者 316 339 10 3
就職者 1018 35 28 0




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⇒ 地域のニ ズーをつかみ、住民のニ ズーにあった福祉サービスを提供していくためには、マネジメ
ントの視点が重要であるという気づき
D 君
＊他者とのコミュニケーションへの苦手意識
⇒多様な人たちと関わる、ゆにまるの活動の特性を活かし、コミュニケーション能力の向上を図る
E 君
＊中山間地の中で生きていきたいとの思い
⇒ 地域の中に資源を見出す方法や地域資源を活かした商品開発・販売の一連の流れを体感するこ
とに関心
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3．地域に対する印象・理解の変化
　それでは、次に、表8をもとに、地域に対する
印象・理解の変化を見てみることとしたい。
　南信の村落部で生まれ育ってきたA君は、ゆ
にまるに参加する以前から、「自分の生まれ育っ
た出身の村に戻って働きたい」という気持ちを
持ち、比較的、地元志向の強かった学生である。
そのようなA君は次のように地域に対する印象
について語っている。「デパートサミットには、
様々な高校が長野県内の色々なところから来て
いて、色々な地域のことを知ることができた。
これまでは県内を移動する際に近くを通っても、
何の気なしに素通りしていた場所が違ったよう
に見えてくるようになった。この場所にはこん
なことで頑張っている高校生がいると浮かんで
きたり、ここには地域の魅力ある特産品がある
ことを知ることができたりした」。このように、
ゆにまるでの活動を通して、県内の高校生や高
校教員とのかかわりができてくる中で、「自分自
身の所属する場所」としての地域認識が、県内全
域の広がりをもった場所へと広がってきている
様子を見て取ることができる。そしてA君はか
ねてより志望していた地元の村役場に勤務する
ことが決まり、ゆにまるでの学びを活かして地
元の村の地域振興に活躍してくれることが期待
される。
　それに対して、はじめネガティブなイメージ
を持っていた地域に対する認識が住民との具体
的な関わりを通してポジティブなものへと大き
く転換していったケースといえるのがE君の事
例である。高校入学以前のE君は、学校での友
人関係のもつれから、地域の中に自分自身の居
場所を見出すことができず、「孤独を感じていた」
と語る。そのため、その当時のE君にとって、地
域に対してはネガティブな印象を持つものであっ
た。それ故に、E君は、これまでの地域の中での
友人関係を絶ちたいと思い、家から遠く離れた
高校に進学することにした。自宅のある地域か
ら離れた高校に進学したE君であったが、彼が
進学した高校は高校の所在する地域に積極的に
関わった教育実践を展開している「開かれた学
校」であった注3。そうした、高校での教育実践の
中で、新たに地域の人たちと出会いなおし、それ
まで抱いていた地域に対する反感やアレルギー
がなくなっていった。松本大学への入学後は、
ゆにまるや、ゼミでの活動を通して地域に深く
向き合うことができ、さらに地域に対する視点
は大きく変化していくことになる。「自分が地域
に働きかければ地域は変わっていき、そして自
分にも応えてくれるということが分かった」こ
とで、E君の地域のイメージはポジティブなの
ものへと転換をしていった。さらには「中山間
地の地域には、まだ魅力的で、商品としても充分
に通用する財が眠っており、将来、自分が地域で
やれることが多くあることが、ゆにまるの活動
を通じて見えてきた」と語っている。今後、1年
間をかけて、E君は中山間地で生活をしていく
ために必要となる資格（自動車運転免許、狩猟免
許（鉄砲）、ビオトープ管理士）取得に取り組もう
と考えている。そして大学卒業後、松本市の地
域づくりインターンになり「中山間地における
地域づくり」について学び、将来的には、母親の
実家の空き家を拠点として、野菜の販売やジビ
エを活用した起業、炭焼きなどのエネルギーを
含めた中山間地での自給自足による地域づくり
実践にチャレンジしたいと考えている。
　その一方、前述のメンバーと比べて、Bさんや
D君の事例は、地域に対しては漠然とした認識
を持つに留まり、当初から積極的に地域のこと
に関心をもっていたとは言い難い。しかしながら、
ゆにまるでの活動や商品開発の過程の中で、県
内各地の特産物や地域の特徴について触れるこ
ととなり、Bさんは短期大学卒業後、地元の会計
事務所に勤務することが決まっている。またD
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君は大学卒業後において、長野県内の地域密着
型の販売をしている小売業にて働くことが決まっ
ているが、今後、仕事をしていく上での自信につ
ながっていったのではないかと思われる。
　長野県内の進学校出身であるCさんは、自ら
の進路選択やキャリア形成において長野県に定
住する意識はそれほど強くなく、どちらかとい
えば、「一度、長野県内を離れて生活をしてみた
い」と考えている事例である。また大学卒業後
の進路においても、地元を離れて県外の市役所
の公務員に勤務することが決まっている。一般
的に、進学校であるほど「地域離れ」「大都市志向」
が強くなる傾向がある注4が、単に長野県のこと
を全く知らずに地域に対して見切りをつけて外
へ出ていくのではなく、地域のことを知ってか
ら県外へと出ていくのでは、その後の地域との
関わり方で大きな違いが出てくる。その点にお
いて、Cさんは、ゆにまるでの活動を通して、見
えていなかった地域の資源やその可能性につい
て再発見をする機会となったことを意識していた。
特に、井上百貨店でのパネル展示に関わる中で、
かつての松本の町並みの写真パネルを見ながら、
町の変遷について詳しい方たちから当時の思い
出話を聞くことに楽しさを感じており、「自分の
生まれ育った長野県であっても、まだ知らない
ことがあると感じた」と語っており、地元に対す
る理解や関心を向ける機会になったことがうか
がうことができる。
4．性格・行動パタ ンーの変化
　最後に、性格・行動パターンの変化について見
ていくこととしたい。ゆにまるに参加する学生
にとって、自分たちより年齢が下になる高校生や、
県内各地の高校教諭、地元の企業の方たち、松本
大学の他学部や他学科の教員や生徒など、多様
な人たちとの関わりを持つ機会となっており、
そうした環境の中で、周囲の人たちに配慮をす
る行動がとれるようになっている様子を伺うこ
とができる。特に、高校時代においてデパート
サミットに参加していない学生たち固有の変化
としては、商業を学ぶ高校生による「独自の視点」
から刺激を受け、それらを引き出していく行動
を意識してとるようになっていることが挙げら
れる。
　例えば、A君は、ゆにまるでの活動を通して「高
校生も自分たちの意見を持ってやっていること
がわかるので、強引にこれが正しいということ
を押し付けて話を進めてしまってはうまくいか
ないことになる。高校生の言いたいことを言え
表8　地域に対する印象・理解の変化（ゆにまる経験者）
大学時代／ゆにまるでの経験
A 君
＊ゆにまるの活動を通して、多様な仲間が長野県内に広がる
⇒「自分自身の所属する場所」が、県内全域の広がりをもった場所へと広がる
⇒地元の村役場に公務員として就職することが決まる。
B さん
＊地元で働くことに対する安心感や、仕事をしていく上での自信を得る
⇒ゆにまるを通して自己理解を深め、地元の会計事務所に就職が決まる。
C さん
＊今まで知っている気になっていた地域の資源や魅力を改めて再発見
⇒県外の市役所への就職が決まるが、長野県に対するイメージは良くなる。
D 君
＊地域に対する関心は漠然としていたが、地域の資源に目が行くように
⇒長野県内の地域密着型の店舗経営をしている小売業に就職が決まる。
E 君
＊ 地域に対するネガティブなイメージが、地域住民との出会い直しの中で、ポジティブなものへと
変化していくことに
⇒ 中山間地で生活をしていくための必要なことを身につけ、将来は中山間地にある空き家で自給自
足の生活にチャレンジしたいと考えている。
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ない雰囲気にしてはだめなのではないかと考え
るようになった」「高校生を見守るという行動を
とるようになった。それぞれ高校生たちも持っ
ているものがあったりするのだろうから、それ
を引き出しやすいようにしていく環境づくりの
ために雰囲気を作ったり、話を振ったりするこ
とができるような感じにはなれたかなと思って
いる」と語っている。さらには、このような周り
の方たちへの配慮は、「大学4年になってからは、
ゆにまるについても代替わりを意識してタイミ
ングを見ながら関わることを意識してきた」と
あるように、同じ大学生の後輩に対しても向け
られるようになっている。
　Cさんも、A君と同様に商業の専門課程の中
で学ぶ高校生たちの学ぶ環境づくりに配慮を重
ねるような行動を取れるようになっている。商
業を学ぶ豊富な知識に刺激を受けながら、高校
生のアイデアをどうやって膨らませるかに苦心
したり、デパートサミットの主役である高校生
をどのように引き立てることができるのかに気
を向けたりしていた。また、そのように高校生
と一緒に考える時と、同じ、ゆにまるのメンバー
同士で活動をする時の切り替えを意識しつつ、
ゆにまるのメンバー同士の輪を意識しながら行
動をするように心がけていた。
　ゆにまるでの活動は、多様な人たちとコミュ
ニケーションをとる機会となる。そうした点に
おいても、「物静かで人見知りをするタイプ」で
あったBさんに関しては、ゆにまるの活動を通
して様々な立場の人たちと関わりを持つ機会と
することで、「消極的な自分自身の行動を変化さ
せ、誰とでも話せる自分になった」と語る。ゆに
まるに関わった後のYさんは、人間関係の範囲
も広がり、様々な場面で自らの考えをきちんと
述べられるようになり、自分に自信を持った行
動を取れるようになったとのことであった。
　D君も、Bさんと同様に、ゆにまるでの活動を
通して多くの人たちとのコミュニケーションを
とる機会としており、そのような活動を通して
「顔見知りの人しか話せなかったが、多くの人と
話すことでコミュニケーション能力が向上した」
と感じていた。
　E君は、ゆにまるでの地域活動を通して、他者
との関わり方・行動パターンを主体的なものへ
と変化させていっていた。高校入学前は、「少し
大人びた自分であろうと背伸びしていた」そう
であるが、高校以降は「もともと人の好き嫌いは
強い方であるが、人と意見が合わないときには、
相手が変わることを求めるだけではなく、自分
自身が考え方を変えたほうが早いということに
気がついた」と語り、ゆにまるの活動でも、「人
からいろいろと学ぶことができ、うまく物事が
進むようになった」とのことであった。
Ⅳ． 高大連携プログラムの教育
効果に関する研究に向けた
仮説の提起
　本節では、Ⅱ．およびⅢ．で整理された聞き取
り調査の結果について、高校時代のデパートサ
ミットと大学におけるゆにまるの活動などの実
践教育が、それぞれどのような成果をあげ、高大
連携を通じた人材育成モデルとしてどのような
意義を持つかについて予備的な検討を行い、今
後の研究に向けた仮説を提起した。そのうえで、
今後の研究を進めるにあたって、今回の検討か
ら明らかになった研究上の課題について整理を
行った。
1．人材育成モデルとしての高大連携
プログラムに関する予備的検討
　本稿で取り上げた高大連携プログラムにおけ
る人材育成モデルは、本学が開学以来大学のミッ
ションとして掲げている地域を支える人材を育
成することを目的としている。すなわち、将来、
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地域社会をリーダーとして支えていく人材を育
成することを目的とするもので、地域に関心を
持ち、自らの地域における役割を自覚して、地域
を支える上で必要となる知識や能力を身につけ
ることをめざすものである。
　以上を踏まえて、今回の検討では、2018年3月
に松本大学を卒業した大学生および短大生につ
いて、①基本姿勢の変化、②学習意欲・学習内容
に対する興味の変化、③地域に対する印象・理解
の変化、④性格・行動パターンの変化という4つ
の変化を観点として、高校時代のデパートサミッ
トの経験と大学時代のゆにまるの経験を区分し
て教育効果について検討を行った。また検討に
あたっては、高校時代にデパートサミットに参
加して大学時代にゆにまるの活動に携わった学
生と大学入学後ゆにまるの活動に参加した学生
についての比較を通じて、高校と大学の連携教
育の効果についても検討を行った。
1）教育効果に関する検討結果の概要
　ここでは、聞き取り調査の検証結果から高大
連携プログラムの教育効果について前述の4つ
の変化の観点に基づき検討を行った。なお、短
大及び大学前半と後半におけるカリキュラムの
内容や学生の成長の度合い等を考慮して、高校
時代（デパートサミットに関わった1～3年間）、
大学前半（大学1・2年次と短大の2年間）、大学後
半（大学3・4年次の2年間）の3つの期間に区分し
てそれぞれの意義についても比較検討を行った。
また、高校時代のデパートサミットを通じた教
育効果については、高校生を対象としたアンケー
ト調査の分析結果（大野整他「高大連携プログラ
ムの効果に関する検証」松本大学地域総合研究
第18号、2017年7月）も踏まえて検討を行った。
検討結果の概要は以下の通りである。
①基本姿勢の変化
　高校時代のデパートサミットは、生徒たちの
創造性が活かされ、他者との協働によって創造
していく学びの場であったことで、生徒の主体
的な取り組みを促し、その結果、何事にも積極的
に取り組む姿勢が生まれたことが、生徒に対す
るアンケート調査で明らかになっている注5。し
かし、今回の聞き取り調査では、デパートサミッ
トへの参加のきっかけや活動全般において、高
校の教員の指導などの関与が大きく、生徒の関
わりは受動的な関わりであったという認識が示
されている。これに対して、大学における活動
については、自らがより能動的に関わり、受動的
な参加から能動的な参画へ基本姿勢を変化させ
ている。特に、困難な状況においても自らを成
長させ、何事にも能動的に考え行動できる基本
姿勢が獲得できたと学生自身が自己評価してい
る。すなわち、高校時代の受動的な姿勢が大学
においてはより能動的な姿勢へと変化している。
②学習意欲・学習内容に対する興味の変化
　高校時代のデパートサミットでは、座学から
実践的な場での学びへの変化に伴い、地域社会
における多様で総合的な現実に即した学びが展
開され、参加した生徒たちの多様な問題関心を
喚起することにつながった注6。その結果、学びに
対する主体性、協働性、創造性が育まれ、簿記や
マーケティングなどをより積極的に深く学ぶ商
業教育に対する姿勢の変化が生まれるとともに、
幅広い学習に対する意欲にもつながった。この
ような傾向は、大学においても継続され、同様な
水平・垂直方向の学びの発展がみられた。
　学習意欲・学習内容への興味の変化においては、
大学入学時の問題意識や短大と大学前半と大学
後半によって差が生じている。短大と大学前半
では専門性というよりも、学び自体の動機付け
や幅の拡大などの学びの質の向上につながって
いるのに対して、大学後半では水平・垂直に学び
が深化し、専門教育と一体化して進路へ結びつ
いている。短大と大学前半においては、特にゆ
にまるの活動が学びの動機付けとなっており、
地域や社会と接し多様な他者と深くつながるこ
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とで学びの幅が広がり、学びが水平・垂直に多様
に深化し、その結果、専門教育との相乗効果が生
まれた。一方で、大学後半では、卒業後の進路に
向き合う中で、自らの将来ビジョンや大学の専
門教育と一体となり、より水平・垂直に深化した
学びを目的意識に沿って自ら編集・集約し、将来
を見据えて目的を持った学びとして、それぞれ
の具体的な進路に結びついた。
③地域に対する印象・理解の変化
　高校・大学を通じて地域に対する印象と理解は、
大きく多様に変化している。ここでは、地域へ
の視点、地域との関係性、将来の進路と地域の3
点について考察を行った。
－地域への視点
　高校では、地域に魅力ある資源や人たち、そし
て地域の具体的な課題に触れて、身近な足元を
見つめ直していく学びの経験が、地域そのもの
への関心を引き起こすことにつながった注7。す
なわち、活動を通じて地域の魅力に気づき、地域
のポジティブな面に気づき、愛着を持つなど、地
域に対する印象の変化から地域に対する理解の
変化へと、地域に対する認識を深めた。これに
対して、大学では、単に地域の魅力だけではない
課題や問題点まで含めた総体的な地域を把握し、
高校時代の主観的な視点から客観的な視点に変
化させて地域を捉えている。また、短大と大学
の最初の2年間では、地域の問題や課題に対する
理解や多様で複雑な地域のあり方に気づき、地
域に対する理解の深化と自分の問題として地域
を捉える当事者性が生まれた。さらに大学3年次
からの2年間では、地域の課題に直面し様々な
人々とつながりを創りながら、その解決を図る
機会が多くなり、その結果、自らの生き方や将来
の進路と地域が結びつき、地域の主体としての
意識を持つに至っている。
－地域との関係性
　高校時代のデパートサミットでは、活動を通じ、
自分と商品開発等に関わる企業や協力者、関係
者との1対1の関係が構築され、その出会いを通
じた地域との関係が構築された。また「地域」を
キーワードにして人と関わることで地元志向が
高まった。これに対して、大学では、「ゆにまる」
以外の活動も含めた活動により、より多くの地
域の人々との出会いや協働を通じて、多様な人
的ネットワークを構築した。高校時代が「点と線」
の関係だとすれば、大学においては、「面」とし
て地域との関係性を構築している。
－将来の進路と地域
　高校時代のデパートサミットを通じ、企業社
会のニーズに応じた人材の育成にとどまらず、
地域の多様な価値観に触れながら、「個」として
の判断や責任を持ちながら取り組むことで、自
立を促し、地域を担う主体者としての力をつけ
ることに結び付き注8、その結果として、進学や就
職において、地元に残る生徒が増加した。一方で、
大学では、ゆにまるの活動などを通じ、自分の役
割を地域との関係で明確にし、抽象的な「地域（地
元）」という捉え方から、「自らが地域社会で生き、
そこで役割を果たす」場として、より具体的な地
域という捉え方へと変化している。高校では、
地元に残りたいという意識の強弱によって、地
元か地元外という選択となったが、大学では、地
元志向は自らの具体的な進路と結びつき、より
自分の問題として地域と向き合っている。
　以上から、高校時代のデパートサミットでの
経験から獲得した地域に関する漠然とした問題
意識や将来ビジョンを大学での学びの中で明確
にして進路につなげていることが明らかになった。
すなわち、地域に残りたいという意識から、地域
に働きかけて自らが生きる場として地域のあり
方を実現する能力を獲得しようという意識へと
変化がみられる。
④性格・行動パタ ンーの変化
　高校時代のデパートサミットでは、社会人基
礎力である規律性、情況把握力、主体性、計画力
など、デパートサミットの実践的な教育の中で、
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自らの役割・責任を把握しながら、ミスなく物事
を進める術を学習している。その一方で、創造
力や働きかけ力については自らの変化を認識し
ている生徒が少ない。また、他校、他地域の高校
生、アシスタントの大学生、地域の大人など自分
と異なる他者と出会い、関係を構築し、コミュニ
ケーションを図る必要性から、発信力や傾聴力
などの人とのコミュニケーションに関わる項目
については8割の生徒が変化したと認識してい
るが、2割の生徒は変化を認識していない注9。さ
らに、ストレスを感じることがあっても、成長の
機会だととらえるようになったかという質問に
ついても、15％が変化を認識していない。
　これに対して、大学では、高校時代には変化し
たと認識されなかった性格や行動について、新
たに変化させている。最も変化したのは、自己
認識を持ち、それを踏まえて行動することがで
きるようになっている点である。「ゆにまる」や
他の活動を通じて、自らの性格を把握し、それを
改善させるとともに、欠点を含めて自分の性格
や特徴を良い面も悪い面も含めてコントロール
したり活かしたりすることができるようになっ
ている。さらに性格は性格として、活動や進路
のために自分自身の考え方や行動などを環境や
他者に合わせて調整して、最適な行動に結び付
ける努力をしている。すなわち、活動を通じて「自
分の中に成長のものさしができた」という評価
に象徴されるように、自分の性格や特徴を把握
して自己認識を深め、それを単に改善するとい
うよりは、状況に合わせ、苦手なことに挑戦した
り、我慢したり、実際の行動において他者に配慮
し自らを律して、自己認識を踏まえて行動する
ことで、性格を克服して自らのあり方の可能性
を拡げる姿勢を獲得している。
　また、大学では他者との関わりも大きく変化
している。コミュニケーションに関わる性格や
行動の変化は、今回の聞き取り調査においては
全員が共通して大きく向上したと認識している。
さらに、活動を通じて、ネガティブな他者との関
係に直面しても、自らの成長につなげるたくま
しさや意識を持つようになった。その結果、実
際の活動だけでなく「ゆにまる」自体についても、
居心地の良さを求めた居場所という位置づけに
終始することなく、共通の目的を持った活動を
通じて、考え方や意識の異なる多様な人がいる
ことに気づくことで、人間関係を再構築する場
として捉えられている。
2）高大連携プログラムの意義に関する予備
的な検討と仮説の提起
　前述の通り、高校時代と比較して大学におい
て学生がゆにまる等の活動を通じて、様々な点
で成長している様子が明らかになった。しかし、
デパートサミットとゆにまるなどの大学での実
践教育を高大連携プログラムとして一体に捉え
ると、どのような意義を持つのであろうか。そ
こで、ここでは、高校時代にデパートサミットに
参加して大学に進学してきた学生と大学におい
てゆにまるの活動に初めて参加した学生の聞き
取り調査の結果の比較を通じて、高大連携プロ
グラムとしての意義に関して予備的な検討を行
い、今後の研究に向けた仮説として提起したい。
　図2は、高校時代のデパートサミットに参加し
て大学・短大に進学した学生、大学入学後に初め
て参加した学生で比較的学習や地域に対する目
的意識・意欲が強い学生、大学入学後に初めて参
加した学生で比較的目的意識・意欲が弱い学生
の3つのケースについて、どのような軌跡で成長
を遂げたかについて、聞き取り調査の結果から
導き出された関係性を概念化したものである。
　大学に入学後ゆにまるに参加した学生のケー
スについては、Ⅲ．において検証を行ったが、入
学時から大学前半において、大学での学習や地
域に対する目的意識・意欲を高めた学生のケー
スは、ゆにまる等の活動を通じて成長を見せて
いる一方で、逆に目的意識・意欲が弱い学生の
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ケースについては、成長の度合いが相対的に低
くとどまっている傾向にある。一方で、高校時
代からデパートサミットに参加した学生のケー
スでは、大学入学時にある程度の目的意識や意
欲をもっており、大学時代を通じてさらにそれ
を高め、卒業時には十分な成長を見せている。
しかし高校時代からデパートサミットに参加して、
引き続き大学でゆにまるに参加した学生のケー
スでは、強い目的意識・意欲を持って大学に入学
してきた学生のケースと比較して、高校当初の
元々の目的意識・意欲は高いとは言えず、もし大
学から参加した場合には、むしろ目的意識・意欲
が弱いまま入学してきた学生のケースと同様に、
卒業時の成長は期待することはできなかったと
推測される。
　このことからデパートサミットとゆにまるの
継続的な7年間の高大連携プログラムは、高校時
代に大学で学び成長するための準備を行い、目
的意識や意欲を涵養することで、元々は学習や
地域に対して高い目的意識・意欲をもたない「普
通の生徒・学生」が、7年間の継続的な学びの中で
十分に成長することができる点において教育的
な観点から大きな意義を持つと推測される。デ
パートサミット・ゆにまるの活動を通じた高大
連携プログラムは、将来地元を支える若者を高
校時代から育てることで、地域の人的な潜在力
を底上げしていく取り組みであることを仮説と
して提起し、今後その検証を行いたい。
2．今後の研究課題
　今回の聞き取り調査は高大連携プログラムの
検証を進めるにあたって、研究の枠組みを検討し、
それを仮説として提起することを目的として実
施した。しかし、2017年度の卒業生は、デパート
サミット経験者が3名と限られたため、個々の事
例を一般化することは難しく、あくまでも今後
の研究を進めるうえでの仮説の検討と今後の研
究方法に関する課題の把握を主に行うこととし
た。
　主な今後の研究上の課題としては、以下のよ
うに整理することができる。
1）聞き取り調査の継続実施と比較検討
　今回の聞き取り調査は対象者が限られており、
今後数年間にわたり継続的に聞き取り調査を実
施する必要がある。また比較検討の観点から、
他大学に進学したデパートサミット経験者や専
門学校への進学者に関する追跡調査（アンケー
ト等）を行い、松本大学での事例と比較検討を行
高校 大学 
前半 
大学 
後半 
大学から参加 
（目的意識・意欲弱） 
大学から参加 
（目的意識・意欲強） 
高校か
成長（目的意識・意欲・地域に対する理解）
 
ら参加 
図2．聞き取りをした学生の成長の軌跡の概念図
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う必要もある。そのうえでデパートサミット・ゆ
にまるによる高大連携プログラムが、汎用性を
持つモデルとして評価できるかについても検討
を行う必要がある。さらに松本大学の他の学生
に関する調査も必要である。すなわち、学生の
成長がゆにまるの活動だけによるものなのか、
他の大学の活動によるものなのかについては、
明らかになっていない。高大連携プログラムが
どの程度今回検討された学生の成長に寄与して
いるかについて比較検討を行う必要がある。
2）高校卒業後に就職した生徒の追跡調査
　Ⅰ．で明らかになったように、デパートサミッ
トに参加した生徒の約6割が、高校を卒業後就職
しているが、大学に進学した場合と比較して、地
域を支える人材として成長しているかについては、
大学教育の役割を明らかにする観点から検討を
行う必要がある。
3）大学の教育活動との関係性の検討
　高大連携プログラムをより教育効果が高い取
り組みとするために、デパートサミットやゆに
まるの活動と短大・大学におけるカリキュラム
やその他の教育活動との連携について検討を行
う必要がある。
4）デパートサミット以外の高校の取り組みに
関する調査・検討
　学習や地域に対する教育効果を図ることを目
的としたデパートサミット以外の高校における
取り組みについても検討を行う必要がある。今
回の聞き取り調査においても、普通高校におけ
る地域との連携活動への参加経験が大学におけ
る学びの動機づけとなった事例がある。さらに、
デパートサミットへの参加と並行して、地域に
関わる実践的なプログラムを実施している高校
もあり、その成果や高大連携プログラムとの連
携の可能性などについて検討を行いたい。具体
的な事例としては、飯田OIDE長姫高校の地域
人教育や南安曇農業高校における実践教育、諏
訪実業高校におけるSPHプログラム注10などを
想定している。
5）今後の研究計画について
　高大連携プログラムの検証は、2016年度から
2017年度にデパートサミットに参加した高校生
に対するアンケート調査を実施し、その分析を
もとに高校教育におけるデパートサミット事業
の意義について検討を行うことから始まった。
今回は、松本大学におけるデパートサミットに
関わる活動について主に参加学生に対する聞き
取り調査を行い、その成果と高大連携プログラ
ムの意義について明らかにすることを目的とし
た研究に関する中間報告である。2018年度にお
いて今回の検証をもとに研究を進める予定であ
る。さらに2019年度以降においては、高大連携
プログラムが地域社会に対してどのような意義
を持つかについて、実践的な実証研究も行いな
がら検証を行う予定である。
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　注
注1　 大野整「松本大学の高大連携教育『デパート
サミット』の取り組み－上－」『教育学術新聞』
2015年9月16日.
注2　 松本市ホームページ「地域づくりインターン
シップ戦略事業の取り組み」
　　 https://www.city.matsumoto.nagano.jp/
smph/kurasi/tiiki/tiikidukuri/tiikiInternship.
html（最終閲覧日：2018.6.22）
注3　 太田和利・松山敏彦・高橋俊彦「過疎山村に所
在する高等学校の存続の条件に関する研究」
『農村計画学会誌27（4）』pp.375-384,（2009）.
注4　 冨江英俊「高校生の進路選択における『地元志
向』の分析」『東京大学大学院教育学研究科紀
要（37）』pp.145-154,（1997）.
注5　 大野整ほか「高大連携プログラムの効果に関
する検証」『松本大学地域総合研究第18号』p52,
（2017）.
注6　 大野整ほか，同上書，p53.
注7　 大野整ほか，同上書，p53.
注8　 大野整ほか，同上書，p53.
注9　 大野整ほか，同上書，pp.46-48.
注10　 スーパ ・ープロフェッショナル・ハイスクール（SPH）
とは、平成26年1月24日付けで文部科学大臣が
決定した「SPH実施要項」に基づき行われてい
る事業。事業の趣旨は、「社会の変化や産業の
動向等に対応した、高度な知識・技能を身に付
け、社会の第一線で活躍できる専門的職業人
を育成するため、先進的な卓越した取組を行
う専門高校（専攻科を含む）を指定し、実践研
究を行う」ものである。諏訪実業高校は、平成
28年度より3ヵ年、この事業に指定されている。
SPHに関する詳細については、文部科学省ホー
ムページ「スーパ ・ープロフェッショナル・ハ
イスクール」を参照のこと。
　　 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
shinkou/shinko/1366335.htm（最終閲覧日：
2018.6.22）
